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２００９年（ワ）第３５２６２号謝罪及び損害賠償請求事件 

原告 夏振東 外８０名 

被告 日 本 国 

 

意 見 陳 述 書 

 

２０１０年１月２７日   

東京地方裁判所民事第１３部 御中 

 

        中華人民共和国四川省松潘県 

          重慶大爆撃被害対日賠償請求訴訟原告 安  本 欽 

 

１ 私は安本欽と申します。今、中国四川省松潘県に住んでいます。私は、19 

26年3月6日生まれで現在83歳です。中国の少数民族の羌（チャン）族で

す。日本軍が１９４１年６月２３日に対して行った松潘爆撃による犠牲者の

遺族です。 

 

２ 松潘県は古くから松州と呼ばれシルクロードが通った町で、中国四川省の 

西北部四川に位置する「アバ・チベット族チャン族自治州」の東部、成都か

ら北に 320ｋｍに位置しています。日本にも観光名所としてよく知られてい

る世界遺産の九寨沟や黄龍も松潘県の中にあります。 

 松潘の住民の大半は、少数民族の回族、チベット族、羌（チャン）族です。

各民族の人民は松潘爆撃を忘れることなく被害者のために哀悼の活動を行っ

ています。今日の裁判のために松潘からは、代表団７名が日本を初めて訪問

しています。 
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３ 我が家は、土司として長い歴史の間、中国西南の少数民族の発展と団結 

に貢献をしてきました。私は羌（チャン）族の最後の土司です。 

 そのため私は幼い時には、5歳の時から兄弟たちと一緒に家庭教師を雇っ

て家で勉強をしました。自宅での3年の学習終えてから、私は松潘城から

５キロ離れた片口小学校に入学しました。私は、1940 年９月から松潘城

内の真武街の通りに面した松潘実業学校医学部衛生科に通っていました。 

 

４ 1941年6月23日（民国30年）午前11時30分頃、日本の飛行機27機が 

松潘県城東方にある塔子山を通過し松潘城上空に侵入しました。 

 私は、松潘実業学校で爆撃を目撃しました。 

  私たち学生は爆撃が始まると爆撃から逃れるため、学校の裏の大きな崖に 

あったジャガイモを貯蔵するための洞窟に逃げ込みました。場所は真武街に

隣接していて、現在もその洞窟は残っています。松潘爆撃当時、我校の学生

は洞窟に逃げ込んだおかげでみんな爆撃の被害から逃れることができました。 

  爆撃開始から数十分経って日本の飛行機は去って行きました。日本の飛行

機が去った後、爆撃によりおきた火事になり松潘県は激しく燃えていました。

火事による煙で遠いところははっきり見えない程でした。 

 学校に戻ると、学校で学生生活管理を担当していた李継渊という教員一人

が逃げ遅れ学校の玄関で亡くなっているのを発見しました。李継渊先生は当

時４０歳でした。私は、彼の遺体を学校の近くに埋葬しました。 

 

 午後になって、私は私のおばさんの安否が心配になり、おばさんに会いに 

行きました。伯母さんは私の父の姉郭安氏です。彼女は１８９３年生まれで

父より２歳年上の、爆撃当時４８歳でした。 

 伯母さんの夫郭子全は三人兄弟で、兄弟三人とも松潘で漢方医をやってい

て、一家団欒で余裕のある幸せな日々を送っていました。 
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 しかし私がおばさんの家にたどり着いた時には家は全壊し、人の陰すら見

えませんでした、街のあっちこっちでは火事で激しく燃えていました。町中

は熱い熱気があふれ、煙が町中に蔓延していました。私は学校に戻ろうとし

ました。 

 その時、人だかりを発見し近づいてみました。うちひとりがおばさんだと

いうことを言っていました。あの人は“この人は道の向こう側に住んでい郭

安氏なのにここまで飛ばされてきた”と言いました。 

 私は、更に近づいてみようとしました。当時１５歳でしたので、心ではす

ごく怖かったです。今もおばさんが来ていた羌（チャン）族の民族衣装と悲

惨であったその状況ははっきり覚えています。 

 私はおばさんの遺体であることを確認し、その場で泣き崩れました。わた

しは泣きながらその場をたち学校へ戻りました。 

 

５ 県城の上空に現れた日本の飛行機は、爆弾を投下し松潘の家屋を破壊し 

始めました。爆弾を投下し、その後、逃げ惑う人々に向け機関銃攻撃を加

えました。 

 人々は慌てて身を隠そうと必死でした。怪我人の悲鳴の声、日本軍が

投下した爆弾の爆発音、機関銃の音、建物が崩壊する音が交じり合う、穏

やかであった、山間の町は瞬時に地獄に変わりました。 

 日本の飛行機は南門、東門、北門洞窟入口をはじめ松潘城内でたくさんの

爆弾、焼夷弾を投下しました。松潘城内の家屋は、木造建物がほとんどであ

ったため、爆弾で倒壊し、焼夷弾で燃え尽くされました。たくさんの松潘の

罪のない５００名余の人々が爆撃により死亡しました。死体があっちこっち

に転び、血が川のように流れました。 

 人間の身体がバラバラに飛び散り、また怪我を負った７００名余の悲鳴や、

泣き声が途絶えることなく聞こえ、家が瓦礫の山になり、黒い煙が空高くま
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で立ち上がった景色を見ましたが、悲惨そのものでした。北門、東門は爆撃

により破壊し尽くされました。南門には半世紀以上経った現在も弾丸の痕跡

が残っています。 

 

６ とくに被害がひどかったのは、松潘県高等小学校の被害でした。松潘の東 

街に位置して、校舎内では学生たちが授業を受けていました。 

 松潘県城に侵入してから日本軍の飛行機は学校に機関銃攻撃を加え学校の

正門から学生が避難できなくなるようにし、校内に爆弾を投下しました。当

時松潘高等小学校の校舎は木造建築で爆弾の投下により校舎は激しく燃えま

した。 

 日本軍の爆撃と機関銃攻撃から逃げる場所を失った全校１００人余の学生

と教職員と校長馬育賢は学校に閉じこめられたまま避難することもできず死

亡しました。小学校に攻撃を加えたくさんの幼い小学生を死亡させたことは

許しがたい犯罪行為であります。 

 

７ 当時松潘は、中国内陸の四川省でも西の方に位置していたために戦争の 

火花の影響がまったく受けていませんでした、畑作と牧畜の農業を主な産

業とする、軍事施設のない平和な山間の町でした。 

 松潘の悲劇はすでに半世紀の時が流れました。しかし松潘人民は一度も爆 

撃の被害を忘れたことはありません。 

 私たちが、謝罪と賠償を求めている理由をあらためて申します。 

一、松潘は高原の辺境の町であって両陣営が戦っていた戦場ではなかった。

二、松潘は戦争指揮機関の所在地ではなく牧畜を営んでいる人と、商人が多 

い平和な街であった。 

三、松潘は辺境に位置し交通が不便で物資調達が難しいところで軍隊がなか 

った。日本はこのような非軍事地域に爆撃を行う正当性がない。 



­ 5 ­

 

 松潘爆撃被害者の一人として、松潘羌族の末代土司として、日本の裁判所

が、日本政府が謝罪と賠償をおこなうように判決を下して欲しいのです。 

 最後に、日本の裁判官が、公平に審理され、「謝罪と賠償」の請求を認め

られるように強く求めて、私の意見を終わります。 

                               以上 

 






